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東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
と

協
定
を
結
ぶ

高
尾
の
森
づ
く
り
活
動
は
、

二
〇
〇
一
年
一
月
、
日
本
山
岳
会
会
長

と
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
長
と
の
間

で「
小
下
沢
風
景
林
の
森
づ
く
り
活
動
」

を
行
う
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
多
様
で
豊
か

な
森
林
」
へ
の
回
帰
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

「
巨
樹
の
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
モ
デ
ル
と
な

る
森
」
を
目
指
し
て
森
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

「
高
尾
の
森
づ
く
り
活
動
」
で
は
、

目
標
と
す
る
森
林
の
す
が
た
を
、
一
〇

年
後
、
五
〇
年
後
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

数
値
目
標
を
定
め
、
こ
の
目
標
に
基

日
本
山
岳
会
「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
は
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
発
足
し
た
団
体
で
、
数
あ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
で
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。発
足
し
て
今
年
で
九
年
目
で
す
が
、個
人
会
員
二
三
〇
人
、法
人
会
員
一
四
社（
平

成
二
一
年
八
月
現
在
）
に
の
ぼ
り
、
高
尾
の
森
だ
け
で
な
く
、
三
宅
島
の
復
旧
植
林
活
動
、
白
神
山

地
で
ブ
ナ
林
の
再
生
事
業
、
親
子
森
林
体
験
ス
ク
ー
ル
や
安
全
講
習
会
の
開
催
な
ど
広
範
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
『
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
』
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づ
き
森
林
整
備
五
ヵ
年
計
画
や

作
業
指
針
等
を
作
成
し
て
い
ま

す
。五

〇
年
後
の
数
値
目
標
で
あ

る
森
林
の
姿
を
協
定
締
結
前
の

二
〇
〇
〇
年
と
比
較
す
る
と
、

●
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
単
層
林
の
割

合
を
八
〇
％
か
ら
四
一
％
に
下

げ
、
広
葉
樹
林
と
複
層
林
の

占
め
る
割
合
を
二
〇
％
か
ら

五
九
％
に
引
き
上
げ
る
。

●
林
齢
は
上
層
木
で
六
〇
年
生
以
上
を

ほ
と
ん
ど
と
し
、
下
層
に
は
幅
広
い
林

齢
の
広
葉
樹
林
を
生
育
分
布
さ
せ
る
。

●
一
〇
〇
年
生
以
上
の
森
林
が
三
割
に

達
し
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
高
齢
木
に
広

葉
樹
が
混
じ
る
巨
樹
の
森
の
様
相
を
呈

す
る
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
標
に
基
づ
い
た
森

づ
く
り
活
動
は
、
現
在
、
第
二
期
森

林
整
備
五
カ
年
計
画
（
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
〇
年
度
）
を
通
じ
て
進
め
ら
れ

親子森林体験スクール

559人が参加した平成21年の植樹祭
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で
は
落
石
を
防
ぐ
よ
う
枝
葉
を
利
用
し

た
防
止
柵
を
設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
人
た
ち
か

ら
は
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」「
自

然
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」「
親
子
で

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
次
回
も
参

加
し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。日本山岳会「高尾の森づくりの会」

代表：河西瑛一郎氏
2001年１月 設立

会員数個人会員230人、団体会員14社
年齢は50歳〜 60歳代

住所：〒332-0031
川口市青木1-21-7-402電話／FAX：048-254-2852

て
お
り
、
希
少
動
植
物
の
保
全
・
再
生

が
出
来
る
環
境
と
な
る
よ
う
、
広
葉
樹

と
針
葉
樹
の
混
じ
り
合
っ
た
多
様
な
林

相
の
森
林
に
仕
立
て
る
作
業
を
続
け
て

い
ま
す
。

第
一
期
五
カ
年
計
画
の
実
績
は
、
植

栽
五
・
七
㌶
、
植
栽
本
数
七
、五
八
〇

本
、
間
伐
九
・
二
㌶
、
延
べ
参
加
者
七
、

四
二
二
人
で
し
た
。
第
二
期
五
カ
年
計

画
で
は
、
植
栽
四
・
八
㌶
、
植
栽
本
数

七
、五
〇
〇
本
、
間
伐
二
〇
・
〇
㌶
、
延

べ
参
加
者
七
、〇
〇
〇
人
（
二
〇
一
〇

年
の
見
込
み
を
含
む
）
を
予
定
し
て
お

り
、
現
在
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
の
五

カ
年
計
画
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
高
尾
の
森
づ
く
り
活

動
」
が
行
わ
れ
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署
が
管
理
す
る

八
王
子
市
裏
高
尾
町
の
高
尾
小
下
沢
国

有
林
で
、
百
七
十
八
㌶
に
お
よ
ぶ
広
大
な

エ
リ
ア
で
す
。

作
業
班
と
専
門
班
を
編
成

会
員
数
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
作
業

の
安
全
性
と
効
率
性
を
高
め
る
た
め
、

作
業
班
と
専
門
班
と
に
区
分
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち
専
門
班
は
、
も
の
づ
く

り
班
、
生
育
調
査
班
、
苗
木
育
成
班
、

枝
打
ち
作
業
体
験
班
、
動
力
機
械
班
、

森
の
研
修
班
、
安
全
・
救
急
班
な
ど

九
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

沿
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
親
子
森
林
体
験
ス
ク
ー
ル

に
は
、
二
〇
組
四
八
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
植
樹
体
験
」

と
「
人
と
森
林
の
関
わ
り
」
で
、
地
球

や
人
類
の
歴
史
、
光
合
成
や
環
境
問
題

な
ど
を
学
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
植

樹
体
験
は
、
安
全
な
作
業
を
最
も
重
視

し
て
い
ま
す
。
高
尾
山
は
急
傾
斜
の
う

え
に
瓦
礫
が
多
い
た
め
、
地
ご
し
ら
え

次期五ヶ年計画の検討会

三宅島の復旧植林に参加した会員


